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    報道資料（プレスリリース）             令和４年５月９日発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■日 時：令和４年５月 22日（日曜日）午前 10時～午後４時 

■場 所：西脇市役所から旧来住家住宅周辺 

（市役所住所：〒677-8511兵庫県西脇市下戸田 128－１） 

 

◆主旨・目的◆ 

播州織産地博覧会実行委員会が、兵庫県西脇市の中心市街地の活性化と地場産業である

播州織の振興を目的に、３年ぶり３回目となる播州織の生地マルシェイベント「播州織産

地博覧会（播博／ばんぱく）」を開催します。 

「織物のまちに、織物の名物市を！」を合言葉に、西脇市・多可町にある播州織の産元

商社、機屋、生地小売店など 24 の出展者が自慢の生地・製品を販売します。 

 

◆セールスポイント◆ 

 今回は２つの「しょく（織・食）」をテーマに織物だけでなく、ご当地食材を使ったフー

ドイベントもあわせて実施します。 

 ３回目となる今回は、会場エリアを旧来住家住宅から西脇市役所までに拡大。生地マル

シェ以外にも様々なイベントが盛り沢山です。 

 200年以上の歴史を誇る播州織とともに栄えた風情溢れるまちなみと、職人たちが織り

上げた多彩な生地選びが楽しめます。 

 新型コロナウイルスの影響により令和２・３年度と中止となったため３年ぶりの開催と

なります。 

 第１回目（平成30年）は約 5,000人、第２回目（令和元年）は約 6,500人の来場があ

ったイベントです。 

織物のまちに、織物の名物市を！ 

３年ぶりの開催！「播博(ばんぱく)」 

第３回播州織産地博覧会開催 
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◆開催までの経緯◆ 

 播州織産地博覧会実行委員会は、市役所庁舎の移転を契機に中心市街地に新たな賑わい

を創出しようと、多方面から集まった「まちなかFUTURE MAPワークショップ（中心市街

地活性化基本計画策定会議）」のメンバーが発起人。会議で出たアイデアを実現しようと結

成した市民有志による組織（15名）です。 

 多くのアイデアの中から、最も想いが強かった「播州織の産地で播州織の生地マルシェ

をしたい！」というアイデアを核に“播州織”を通して産地から全国へ播州織生地の魅力を

発信するイベントへ育てていこうと、播州織産地博覧会＝播博（ばんぱく）を企画しまし

た。 

 

◆「播州織」のご紹介◆ 

「播州織」は、兵庫県中央部、西脇市・多可町

を中心とする北播磨地域で生産される先染綿織物

（糸を先に染めてから生地を織り上げる）です。

綿花が栽培されていたこと、染色に必要な水が豊

かであったことから、江戸時代に技術が持ち込ま

れ誕生しました。明治期に入り、先取の技術と工

場制の導入に伴い、急速に発展。220 年以上の歴

史を誇ります。 

“織り色”と呼ばれる鮮やかな色彩と肌触りの良さが最大の魅力で、織柄のバリエーショ

ンは豊富です。国内先染織物の 70 パーセント以上のシェアを占めており、その品質の高

さから海外トップブランドの生地にも採用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜資料に関してのお問合せ先＞ 

播州織産地博覧会実行委員会（事務局：西脇商工会議所） 

担当：松場、藤原 

電 話：0795-22-3901／ＦＡＸ：0795-22-8739 

Ｍａｉｌ：banpaku.sanchi@gmail.com 

公式ＨＰ・フェイスブック・インスタグラムは「播博」で検索 
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【チラシ（表）】 
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【チラシ（裏）】 

 


